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【回的】骨格筋は、虚血に弱く、 6時間の虚血でノド可逆的変化を起こすと孟われている。臨床上、コンパー
トメント症候群などでは、骨格筋の虚血程度、虚血1時間、筋肉の種類などによりー予後が、左右されるが、
その原因として筋線維のタイプそのものも原因のひとつで・はなL、かと考え木研究を行ったn
【方法】 (実験 1)円本山色家兎の後肢を大腿動静脈、半骨神経のみを残して切断した。微小血管クリッ
プにて大腿動脈をはさみ、室温下に一定時間後クりップを解放し、前魁骨筋とヒラメ筋の活動電位の変化
を測定した。(実験2)日本白色家兎の後肢を大腿動静脈、坐骨神経及び大腿廿を残して切断した。微小向
菅クリップにて大腿動脈をはさみ、室温下で一定時閣の後に前腔脅筋とヒラメ筋を採取し病理組織学的に
比較した。
【結果】 (実験 1)いずれの筋線維タイプにおいても、再濯流直後にはM波の振幅は Oであったが、徐々
に筋肉の振幅は凶復していった。ヒラメ筋の方が前腔雪筋iこくらべ有意な回復が認められた。〈実験2) 8 
時間、 10時間、 12時間の虚血後、筋線維組織採取し調べた。 10時間のモテ'ル群で前腔骨筋に、 12時間以上
のモデル群で-は、両筋ともに変性線維の出現が見られた。どの慮血時間群でも変性の起こった線維はすべ
てタイプH線維であった。
【結論】 l完全虚血した場合、タイプE線維優位の前腰骨筋とタイプ I線維優位のヒラメ筋では、電気生理
学的に有意な差が認められた。よ章自が起こった場合、嫌気的代謝の盛んなタイプH線維がより傷害され、
さらに再濯流時には般化的代謝の盛んなタイプ I線維がより回復しやすいためと考えられた。 2.不完全虚血
の場合は、 10時間後より筋組織内に変性線維が出現してきたが、変性の起こった線維はすべてタイプn線
維であった。虚血傷害の程度の差は、筋肉の違いにより山るのではなく、筋線維タイプの遭いにより差が
出ることが判明した。
論文審査の結果の要旨
骨格筋は、虚血に弱く、 6時間の産血で不可逆的変化を起こすと言われている。臨床上、コンパートメ
ント舵候群などでは、骨格筋の慮凧程度、虚血時間、筋肉の種類などにより予後は左心・されるが、骨格筋
には、代謝経路の違いにより二種類のタイプがあり、それらのタイプの違いも傷害程度の決定因子の一つ
ではないかと考え本研究を行った。
日本白色家兎の後肢を用いて、完令虚血(n=34)と不完全庶血(n= 19)の二つのグループで実験を行った。
完全虚血実験では、後肢を 1~6 時間虚血後に再選流を行い、その問の前腔骨筋(白筋優位)とヒラメ筋
〈亦筋優位)の活動電位の変化を経時的に測定した。不完全成町群では、 8時間、 10時間、 12時間の虚血後、
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前腔骨筋とヒラメ筋を民取し組織学的分析を行った。
結果は、完全/，MI[n実験では、いずれの筋においても、再漂流直後にはM波は山現しなかった。再濯流後、
徐々に::vIi皮の振幅は回復していったが、ヒラメ筋の方が前胞骨筋にくらべ有意な回復が認められた。不完
令虚血実験では、 10時間のモデル群で、前腔骨筋に、 12時間以上のモデル群では、両筋とも変性が見られた。
どの成[n時間群でも変性の.見られた線維はすべて内筋線維であった。
虚血状態が持続した場合、赤筋線維と白筋線維のエネルギー代謝系の違いにより機能的障害程度に差が
で・て、さらに再還流後もその代謝系の違いにより機能回復に差が出たと考えられる。また、虚血による組
織学的な傷害は、まず白筋線維から牛ーじることが示された。また、 10%程度の血流があれば、 6時間を越
えでも筋線維は組織学的にある程度保持されることが示された。
以上の研究は整形外科領域において、骨格筋の成[1傷害に対する新たな知見を加えるものである。よっ
て本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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